
担当省庁名：　外務省

 国際機関名 （略称）

 種　　　別 国連本体 国連専門機関 ○その他

 所轄官庁担当局課名

金　　　額
邦　　貨 外貨１ 外貨２ レート 拠出率（％） ODA率（％）

単   位 （千　円） （千ドル） （千　　　） （注）
0 0 (2003年)

688,120 5,640 1$  = 122 円 (2002年)    67 100

984,673 9,203 1$  = 107 円 (2001年)    74 100

 拠出上位５ヶ国

国　　　　名 　 　　　　　　率（％）
１位
２位
３位
４位

 邦人職員が占めている幹部ポスト
ポストの名称（ランク） 職　員　氏　名 備　　考

 当該機関重要ポストへの邦人職員送り込みについての具体的な計画

（参考）ＩＴＴＯには、この他に農林水産省より拠出あり。

（注）我が国と各国とは会計年度が異なるため、拠出率については暦年（2001年～2003年）。

 邦人職員数
 うち幹部(D1)
 以上

　重要ポスト（事務局長１，次長４）のうち、次長ポストに１名送り込んでおり、将来においてもかかる状態
を継続させたい。

事務局次長（Ｄ１） 石川　竹一

 最近３年間の我が国支払額及び拠出率、ODA率

平成１５年度
平成１４年度
平成１３年度

拠出金名： 国際熱帯木材機関拠出金

国際熱帯木材機関

左の率及び順位は
２００３年のもの

ＩＴＴＯ

外務省大臣官房国際社会協力部地球環境課

日本
スイス
米国
英国

 当該機関に対する我が国としての評価（当該国際機関の政策に対する我が国の意見の反映度を含む）

１．アジア・太平洋、アフリカ及び中南米地域における持続可能な森林経営を実現するため、造林、林地
の復旧、人材育成等のプロジェクトを着実に実施してきており、開発途上国支援に大きく貢献している。
２．持続可能な熱帯林経営のための基準・指標、森林火災の管理に関するガイドラインの策定等により、
環境保全と熱帯木材貿易の促進を両立させる重要な役割を果たしてきている。
３．これらの活動を通じ、世界最大の熱帯木材輸入国である我が国にとり、重要な熱帯木材の安定供給
に裨益している。

　2002年11月の第33回国際熱帯木材理事会において採択された決議７(XXXIII)に基づき、会議資料の電
子文書による配布や委員会の統合、プロジェクト監視・評価方法の見直しなどにより、組織の合理化、機
能強化および経費節減が行われている。

 合理化、機能強化のための改革が行われているか。
 行われている場合はその現状と我が国としての評価

　　　 　　　　　16　人
　　　うち　　　　1　人

当該機関の職員数及び
邦人職員が職員全体にし
める率

31　人
52　％

50
28
13
3


